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調
査
地�

　
大
分
県
　
「
日
出
町
」�

　
島
根
県
　
「
吉
賀
町
」�

調
査
項
目�

　
財
政
健
全
化
・
名
水
百
選

　
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り�

(1)
大
分
県「
日
出
町
」の
概
要�

　
国
東
半
島
の
入
口
に
位
置

し
、
面
積
七
十
三
　
、
人
口

二
万
七
千
六
百
人
で
、
五
年

間
で
千
五
百
人
増
加
し
て
お

り
、
県
内
で
も
数
少
な
い
人

口
増
加
の
町
と
な
っ
て
い
る
。�

①
行
財
政
改
革
の
四
つ
の
基

　
本
方
針�

○
徹
底
し
た
内
部
管
理
経
費

　
の
削
減�

○
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
の
最

適
化�

　
限
ら
れ
た
行
政
財
産
（
人

・
物
・
金
）
で
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
た
め
、
総
花
的

な
事
業
か
ら
重
点
分
野
へ
の

転
換
が
図
ら
れ
て
い
た
。�

○
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

の
見
直
し�

　
住
民
の
自
主
自
立
を
最
終

的
な
理
想
形
と
し
て
、
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
的

な
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
。
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

政
が
支
え
る
と
共
に
、
行
政

以
外
に
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

は
行
政
が
担
う
、
真
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。�

○
町
民
負
担
の
公
平�

　
受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、

町
民
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
。�

(2)
島
根
県
「
吉
賀
町
」
名
水

　
百
選
「
一
本
杉
の
湧
水
」�

　
国
土
交
通
省
の
調
査
で
二

年
連
続
日
本
一
と
評
価
さ
れ

た
、
吉
賀
町
の｢

大
蛇
ケ
池｣

が
平
成
の
名
水
百
選
に
選
定

さ
れ
た
。(

現
地
調
査
の
み)�

○
日
本
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

　
水
源
公
園
と
水
源
会
館
が

整
備
さ
れ
て
い
た
。�

○
本
町
の「
地
蔵
滝
の
泉｣

に

比
べ
て
水
源
地
の
規
模
が
小

さ
く
、
水
量
も
少
な
か
っ
た
。�

調
査
の
ま
と
め�

　
日
出
町
は
平
成
二
十
八
年

　
度
に
人
口
三
万
人
の
ま
ち

　
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、

　
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代

　
の
若
者
の
流
入
が
増
加
し
、

　
活
気
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
。�

　
　
合
併
を
せ
ず
単
独
で
独

　
自
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
組

　
ん
で
お
り
、
行
財
政
改
革

　
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
本

　
町
と
大
差
は
な
い
が
節
減

　
の
金
額
に
お
い
て
相
当
の

　
差
が
あ
る
。
本
町
も
一
層

　
の
行
財
政
改
革
の
余
地
が

　
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。�
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調
査
地�

　
高
知
県
　
「
黒
潮
町
」�

　
徳
島
県
　
「
上
勝
町
」�

調
査
項
目�

　
特
産
品
の
開
発
、
販
売
に

　
つ
い
て�

(1)
高
知
県「
黒
潮
町
」の
概
要�

　
黒
潮
町
は
平
成
十
八
年
三�

月
、
二
町
合
併
に
よ
り
誕
生

し
た
、
農
山
漁
村
で
あ
る
。

面
積
百
八
十
八
　
、
人
口
一

万
三
千
八
百
人
で
、
施
設
園

芸
や
花
卉
、
葉
た
ば
こ
、
シ

メ
ジ
、
エ
リ
ン
ギ
な
ど
農
業

の
盛
ん
な
町
で
あ
る
。
一
方

海
岸
部
で
は
伝
統
的
な
「
土

佐
か
つ
お
一
本
釣
り
」
が
盛

ん
で
あ
る
。�

①
地
場
産
業
・
特
産
品
振
興�

　
雇
用
創
出
の
た
め
に
産
業

振
興
に
力
を
注
ぎ
、
黒
潮
町

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド【
黒
潮
印
】

の
「
砂
糖
・
塩
・
酢
・
醤
油
・

味
噌
」
を
開
発
、
振
興
し
て

い
る
。�

○
鯨
に
逢
え
る
町
、
か
つ
お

　
文
化
を
伝
承
し
、
「
黒
潮

一
番
館
」
を
建
設
、
カ
ツ
オ�

の
タ
タ
キ
を
は
じ
め
新
鮮
な

魚
料
理
が
売
り
物
。�

②
「
砂
浜
の
美
術
館
」�

　
建
物
を
持
た
な
い
自
然
の

砂
浜
を
美
術
館
と
し
、
新
し�

い
価
値
観
を
創
造
す
る
。�

(2)
徳
島
県「
上
勝
町
」の
概
要�

　
上
勝
町
は
面
積
百
十
　
、

人
口
は
昭
和
三
十
年
の
六
千

二
百
六
十
五
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
続
け
、
平
成
二
十
年

に
は
二
千
十
四
人
と
な
り
、

高
齢
化
率
は
四
十
九
％
と
過

疎
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
行

し
て
い
る
、
四
国
で
一
番
小

さ
な
町
で
あ
る
。�

①
地
場
産
業
の
転
換
（
ミ
カ

　
ン
畑
の
全
滅
）�

　
も
と
も
と
上
勝
町
の
主
な

収
入
源
は
杉
材
と
温
州
ミ
カ

ン
で
あ
っ
た
。
林
業
は
外
材

に
押
さ
れ
、
ミ
カ
ン
も
過
剰

生
産
で
値
崩
れ
を
起
こ
し
、

町
の
産
業
が
斜
陽
化
し
て
い�

た
と
こ
ろ
に
、
昭
和
五
十
六

年
二
月
冷
害
が
襲
っ
た
。
零

下
十
三
度
と
い
う
未
曾
有
の

寒
波
に
ミ
カ
ン
畑
は
全
滅
し�

た
。�

○
待
っ
た
な
し
の
事
態
に
追

い
込
ま
れ
た
、
そ
の
と
き
若

い
農
協
職
員
の
目
に
止
ま
っ

た
光
景
が
あ
っ
た
。
大
阪
の

料
理
屋
で
若
い
女
性
た
ち
が

お
皿
の
上
の
モ
ミ
ジ
の
葉
を

み
て
、
そ
の
美
し
さ
に
感
激

の
言
葉
を
発
し
て
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
農
協

職
員
は
「
こ
れ
だ
」
と
思
っ

た
。�

②
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
町
づ
く
り�

○
葉
っ
ぱ
を
売
ろ
う
、
彩
り

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
こ
こ
の

お
年
寄
り
は
若
い
者
に
負
け

て
は
い
な
い
。
み
ん
な
が
パ

ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
、
年
間

二
億
六
千
万
円
を
売
り
上
げ

て
い
る
。�

調
査
の
ま
と
め�

①
伯
耆
町
で
は
昨
年
度
か
ら
、

か
な
り
の
予
算
を
割
い
て
企

業
誘
致
に
取
組
ん
で
い
る
が
、

直
ち
に
結
果
の
出
る
も
の
で

も
な
い
。�

　
む
し
ろ
、
黒
潮
町
の
伝
統

的
な
文
化
に
支
え
ら
れ
た
カ

ツ
オ
産
業
の
付
加
価
値
や
、

建
物
を
も
た
な
い
自
然
の
ま

ま
の
「
砂
浜
美
術
館
」
な
ど
、

本
町
の
美
し
い
景
観
を
活
用

し
た
新
し
い
創
造
が
期
待
さ

れ
る
。�

②
上
勝
町
で
は
、
冷
害
に
よ

る
壊
滅
的
な
ミ
カ
ン
畑
に
直

面
し
、
過
疎
と
高
齢
化
が
同

時
に
押
し
寄
せ
る
、
ド
ン
底

の
中
で
、
ひ
ら
め
い
た
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
。
高
齢
者
が
パ

ソ
コ
ン
を
駆
使
し
生
き
生
き

と
暮
ら
す
、
二
十
年
の
歳
月

を
要
し
た
命
が
け
の
成
功
事

例
で
あ
る
。�


